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本研究の観察対象集団は大阪府箕面山に生息する箕面ニホンザル集団であった。観察対象個体は l 歳齢から 3 歳齢















夜間において， 1 歳齢オスは70--80% という高い割合で母親とクラスターを形成し，オスのみとのクラスター形成
はほとんどみられなかった。また， 1 歳齢個体が含まれるクラスターの構成頭数は多かった。 2 歳齢個体が夜間に最
も頻繁にクラスターを形成していたのは依然として母親であり，その割合は40--60%であった。しかし，時間経過と
ともに 2 歳齢個体の母親とクラスターを形成する割合は徐々に減少し，オスのみとクラスターを形成する割合が増加
した。また， この時期には，夜間の泊まり場で 1 頭でいることが初めて記録された。しかし，その割合は平均15% と
低いものであった。 3 歳齢オスは，夜間の泊まり場において， 35--70% という高い割合で他のオスとクラスターを形
成しており，母親とクラスターを形成するのは35%以下であった。また， 3 歳齢個体が夜間の泊まり場において 1 頭
でいたのは20--40%で 2 歳齢よりも頻繁であった。
3. 夜間の個体関係と昼間の個体関係の比較
昼間の個体関係と夜間の個体関係を比較したところ， 1 歳齢と 3 歳齢においては，昼間と夜間の個体関係は比較的
一致していた。 1 歳齢では，昼間において近接が多く見られた母親と夜間においてもクラスターを頻繁に形成してい
た。 3 歳齢では，昼間に最も多く近接していた非血縁のオスと，夜間においてもクラスターを頻繁に形成していた。







異なる 2 つの場面において， 1 歳齢はまだ母親との関わりが強く， 3 歳齢は母親との関わりはほとんどなくなり，他
のオスとの関わりが多い時期であることが明らかになった。また，定量的な空間布置に関するデータから， 3 歳齢個























て最も注目すべき年齢は 2 歳であった。つまり，昼間の社会的関係と夜間の社会的関係の比較から， 2 歳齢とは社会
的関係の中心が母親から他のオスへと移行する時期であり，また生活する場面が周辺部へと徐々に移行する過渡期で
あることが明らかとなった。本研究の成果により，未成体オスの周辺化は，母ザルの近くに留まる傾向と母ザルから
離れる傾向が複雑に絡まりあいながら徐々に進行する過程であることがニホンザル行動研究における新しい知見とし
て示唆された。
以上の成果により，本審査委員会は本論文が独自性のある優れた論文であることを認め，博士(人間科学)の学位
授与に値すると認定した。
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